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令和元年度学校関係者評価委員会報告 

 

学校法人 神奈川歯科大学 

東京歯科衛生専門学校 

学校関係者評価委員会 

 

  自己点検・自己評価実施委員会が作成した「令和元年度自己評価表」を基に学校関係

者評価を行いました。その結果を下記のとおり報告します。 

 

記 

 

1 学校関係者評価 

学外委員 

① 佐藤 泰正  （文京学院大学女子高等学校 教頭） 

② 富田 基子  （東京都歯科衛生士会 顧問） 

③ 功刀 初穂 （しらゆり歯科医院 院長） 

④ 櫻井 純二 （田中歯科器械店） 

⑤ 三宅 みちる （32回卒業生） 

⑥ 米村 美奈子 （保護者） 

 

 

 学内委員 

① 佐々木 ひろみ （学校長） 

② 前田 美佳 （事務長） 

③ 福間 偉津子 （教務主任） 

④ 齊藤 和臣 （広報部長） 

⑤ 儀我 有子 （教務主任補佐） 

 

 

２ 学校関係者委員会報告 

  別紙のとおり 

以上  

 



（様式） 

会議議事録 

会議名 学校関係者委員会（第 1回） 

開催日時 2020年 6月 19日（金）14：45～15：10（25分） 

場所 本校 203教室 

出席者 

（敬称略） 

1．学校 

  佐々木 ひろみ（学校長）、前田 美佳（事務長）、福間 偉

津 子 （ 教 務 主 任 ）、 齊 藤  和 臣 （ 広 報 部 長 ）               

比田井 智哉（事務/書記）（参加者合計 5名） 

欠席者 

（敬称略） 

佐藤 泰正（文京学院大学女子高等学校教頭）富田 基子（東

京都歯科衛生士会顧問）、功刀 初穂（しらゆり歯科医院院長）、

櫻井 純二（株式会社 田中歯科器械店部長）、三宅 みちる

（32 回卒業生）、米村 美奈子（保護者）儀我 有子（教務主

任補佐） 

※新型コロナウイルス感染拡大防止の為、事前に書面にて意見

を集約 

議題等 1．校長挨拶 

 佐々木校長より学校評価委員会の趣旨説明、外部委員の意見

集約についての説明が行われた。 

 

2．資料確認 

 配布資料についての概要説明が行われた。 

 

3．意見交換 

 説明についての質疑応答が行われ、今後の改善やアドバイス

について議論された。 

 詳細は、別紙のとおり。 

 

7．閉会 

 最後に校長より総括が述べられた後、閉会した。 

以上 



※ 自己評価の１０項目と基準点数

評価
得点

成果と課題（「学校自己評価報告書」の略記）

① 学校の理念・目的・育成人材像は定められているか 4

②
学校の理念・目的・育成人材像をもとに特色ある職業教
育が行われているか

4

③
社会経済ニーズ等を踏まえた学校の将来構想を抱いて
いるか

4

④
学校の理念・目的・育成人材像・将来構想などが学生に
周知されているか

3

【成果と課題】
・学校の理念・目的・育成人材像をもとに職業教
育が行われていると感じる。
・入学時、進級時のオリエンテーションをはじめ、
教授要項の1ページに掲載し、常に目の触れると
ころにと意識している
・各学年の歯科衛生士概論の授業の中に、育成
人材像、将来像をイメージできるように現場で活
躍する歯科衛生士　の講話を設定したり、就業先
ごとの最新な情報を伝えるように工夫して行って
いる。
　しかし、レベルが下がってきている学生達にどこ
まで伝わっているのか不安は残るのでひとつひと
つ　丁寧な対応を続けていくことが大切である。

【今後の改善方策】
・周知はされているが、学生の理解度を考えると、
目標の教室掲示を行ったらより効果的であると考
える。
・今後、卒業生の講話をさらに増やしていくこと
で、在校生に具体的な将来像をイメージしてもら
う。

・教育目標は分かりやすく、慎み深く、
また「判断力・創造力・行動力」は医療
従事者として大切なことが掲げられてい
る。

・卒業生を見ていると理念通りの教育が
なされていることが伺える。

・教育理念の周知は積極的に行ってい
ると思うが、意識して学習している学生
は少ないと感じるので、卒業生の講話
を通じて目標をイメージして欲しい。ま
た、出産、育児等で休職し復職した歯
科衛生士の講話も良いと思う。

（１）
教
育
理
念
・
目
標

令和元年度　東京歯科衛生専門学校　学校評価書

評価項目
自己評価

学校関係者評価委員の指導及び助言

１）教育理念･目標、２）学校運営、３）教育活動、４）学修成果、５）学生支援、
６）教育環境、７）学生の受け入れ募集、８）財務、９）法令等の遵守、１０）社会貢献･地域

＜適切・・・４点、　ほぼ適切・・・３点、　やや不適切・・・２点、　不適切・・・１点＞



① 目的等に沿った運営方針が策定されているか 4

② 運営方針に沿った事業計画が策定されているか 4

③ 人事・給与に関する規定等は設備されているか 2

④
運営組織や意思決定機能は規則等において明確化さ
れているか、叉、有効に機能しているか

3

⑤
組織の構成員それぞれの職務分掌と責任が明確になっ
ているか

4

⑥
教務・事務等の組織整備など意思決定システム(会議
等）が制度化されているか

4

⑦ 教育活動等に関する情報公開が適切にされているか 3

⑧ 業務効率化を図るシステム化がなされているか 3

（2）
学
校
運
営

【成果と課題】
・今年度、高等教育無償化の申請に伴いシラバス
の情報をHPに公開した。

・業務効率化を図るシステムについての改善がな
された。（スクールエイドのカスタマイズにより、成
績処理が　スムーズになった。）

・人事、給与に関する規定類の設定が未完である
が、それ以外は適切に運営できている。規定につ
いても完成版が提示される予定である。

【今後の改善方策】
・アナログ部分の改善

・業務効率化を図るシステム化について増員も含
め今後検討していく必要がある。

・学生掲示板の電子化等、合理的でわかりやす
い掲示方法の検討が必要である。(昨年に引き続
き）

・時間の掛かる作業かと思うが各種情
報のデジタル化が進むことで評価の低
い項目の見直しがなされると思う。

・歯科衛生士学校の充足率が大変厳し
い中、大変な努力と積極的な活動が伺
われる。事業計画にもあるようにTDHの
ブランディングが大切と思う。

・学生も大切だが、働くスッタフのモチ
ベーションも大切かともうので、検討・改
善を進めることも必要かと思う。



①
教育理念に沿った教育課程の編成・実施方針等が策定
されているか

4

②
教育理念を踏まえた教育到達レベルや学習時間の確保
は明確にされているか

4

③ カリキュラムは体系的に編成されているか 4

④
職業教育に対する外部関係者からの評価を取り入れて
いるか

4

⑤
成績評価・単位認定・進級・卒業判定の基準は明確に
なっているか

4

⑥
人材育成目標の達成に向け授業を行うことのできる要件
を備えた教員を確保しているか

3

⑦
関連分野における業界等の連携において優れた教員を
確保するなどマネジメントが行われているか

3

⑧
関連分野における最先端知識・技術等を習得するため
の研修や教員の資質向上のための取り組みが行われて
いるか

3

⑨ 職員の能力開発のための研修等が行われているか 3

（3）
教
育
活
動

【成果と課題】
・学力や学習意欲に問題のない学生に対しては
良いカリキュラムと学習環境を提供しており優秀
なDHを育てている。

・入学を許可した学生に対して責任をもって向き
合い教育をしていく意識を常に持っていく必要が
ある。
近年学習習慣の低い学生が増えていく中で、どう
モチベーションをあげさせて学ばせるかが今後の
課題である。

【今後の改善方策】
・学力不足、心理的な面など問題を抱えている学
生に対する支援や指導方法の研修が必要であ
る。

・教職員が同じ方向を向いて教育活動を行うため
のFD活動を取り入れていく必要がある。

・良い教育を行っていると思います。自
己評価の３の項目が強化されるとさらに
良いかと思われる。

・限られた予算の中で教員確保や教員
研修を進めていかなければならない。
自己評価の中でも触れられていたFD
活動の時期や分量で対応していくと良
いと思う。



① 就職率の向上が図られているか 4

② 資格取得率の向上が図られているか 4

③ 退学率の低減が図られているか 4

④
卒業生・在校生の社会的な活動及び評価を把握してい
るか

3

⑤
卒業後のキャリア形成への効果を把握し、学校の教育活
動の改善に活用しているか

3

（4）
学
修
成
果

【成果と課題】
・3年次の歯科衛生士概論の中で、「卒後のキャリ
アアップ」として３名の卒業生に講話をしてもらっ
ている。

・今年度から開設した寺子屋により国家試験対策
を充実させることができた。

・大学の傘下に入ったことにより、講師を招いての
国試解説を実施することができた。

・スクールカウンセラーの職域を拡充してもらい、
より多くの教育現場で退学防止に協力していただ
けた。

・同窓会との連携をもう少し密にする。

【今後の改善方策】
・国家試験全員合格に向け、寺子屋を含めた対
策をさらに充実させていく。

・同窓会との連携強化のため、何ができるか（必
要か）を分掌担当者と管理職で審議していく。

・学校評価・運営に最も大きな影響を与
える部分、素晴らしい施設で有効活動
と系列大学との連携もあり、今後に期待
できると考えられる。

・同窓会の立場としては、もっと在校生
と交流を深めるチャンスはあると考えて
いるので、協力をしていきたいと思う。

・寺子屋の活動により、勉強の仕方への
サポートが更に強化され、スクールカウ
ンセラーの存在と共に、学生にとって有
意義である。



① 進路・就職に関する支援体制は整備されているか 3

② 学生相談に関する体制は整備されているか 4

③ 学生に対する経済的な支援体制は整備されているか 4

④ 学生への生活環境への支援は行われているか 4

⑤ 学生の健康管理を担う組織体制はあるか 4

⑥ 課外活動に対する支援体制は整備されているか 4

⑦ 保護者と適切に連携しているか 3

⑧ 卒業生への支援体制はあるか 3

⑨
高校・高等専修学校等との連携によるキャリア教育・職業
教育の取り組みが行われているか

3

（5）
学
生
支
援

【成果と課題】
・就学支援制度が新たに追加され（対象校となる）
学生に対する経済的な支援体制が強化された。

・特に就職課があるわけではないので支援体制
に対しては、稀薄である。

・29年度より導入したスクールカウンセラーの配置
は、精神面における多様な学生への不安面での
解消はもとより、　教員への「特に配慮の必要な学
生支援」のサポート・アドバイスにも着手してもらっ
ている。

・教員会議を通じて学生の状況把握に努め、共
有し学生支援に活かしている。

・保護者への各学期ごとの成績表の送付、必要
に応じての電話連絡等担任との連携を取れるよう
にしている。

・卒業生には、再就職支援、図書の貸し出し等の
支援を実施している。

【今後の改善方策】
・専門のキャリアカウンセラーの配置（昨年に引き
続き）ができるかのを検討課題とする。

・卒業生の教員を増やし同窓会との連携を密にし
て、卒業生のキャリアアップ等の支援体制を強化
する。

・就職課がないので支援体制は稀薄と
あるが、先生方は親身に丁寧な学生支
援をしていると思う。

・卒業生の教員を増やし同窓会との連
携を蜜にし、同窓会活動での相互交
流、復職支援活動、臨床が苦手な学生
への就職支援が必要かと思う。

・カウンセラー体制の重要性は今後ま
すます大きくなると考える。



①
施設・設備は、教育上の必要性に十分対応できるよう整
備されているか

4

②
学内外での実習施設、インターンシップ、海外研修等に
ついての教育体制を整備しているか

3

③ 防災に対する体制は整備されているか 4

・校内の整備は毎年計画的に行われて
いるので安心であり、素晴らしい環境は
強みとして、今後さらに強調されると良
いと思う。

・臨床現場の拡充要望では、要介護マ
ネキン、口腔内スキャナー等の要望が
出ており、卒業後も研修会として学べる
環境を整備できたら良いと思う。海外研
修も魅力的に感じる。

（6）
教
育
環
境

【成果と課題】
・屋上ドアの交換、ウッドデッキの補修など学生の
防火・安全に配慮する工事を実施した。

・都内で学生が通える場所に法人が実習施設とし
てのクリニックを開設することが望まれる。

・来年度より、都内の総合病院での実習がさらに2
か所増え、多様な臨地実習を行えるように整備し
ている。

・海外研修については、法人の短期大学で実施
しているので、本学生にも同体制がとれるか検討
が望まれる。

【今後の改善方策】
・引き続き新しい機器を導入し、学生が現場に出
たときに抵抗なく扱えるようにする。

･実習先の開拓は、今後も必要であり、法人関係
の実習先を増やしていきたい。

・ユニットの交換、昨年度実施できなかった3階の
トイレの改修工事の実施の検討を進めていく。

・法人短期大学が実施している海外研修旅行を
組み入れていくカリキュラムの模索をしていく。



① 学生募集活動は、適切に行われているか 4

②
学生募集活動において、教育成果は正確に伝えられて
いるか

4

③ 学納金は妥当なものとなっているか 4

① 中長期的に学校の財務基盤は安定しているといえるか 4
・安定していると思う。

② 予算・収支計画は有効かつ妥当なものとなっているか 4

③ 財務について会計監査が適正におこなわれているか 4

・各学校充足率の厳しい中、大変な努
力と推察しています。児童生徒をター
ゲットにした職業訓練、体験等もTDH
（歯科衛生士）を知ってもらう上で大事
になると感じる。

・昨今の高校生は派手なものに惹かれ
る場合もあるのものの、職業と直結して
いる専門学校の場合には最も大切なの
はその教育内容だと考えられるので、
その充実に努めていただければと思う。

（7）
学
生
の
受
入
れ
募
集

【成果と課題】
・募集活動は適切に行われているが、入学する学
生の学力の底上げが望まれる。

・2年連続での定員充足ができている。

【今後の改善方策】
・指定校推薦での入学者数が思うように延びてい
ないので、高校への広報活動をより活発にする。

・　実績校ではない高校に対しても積極的に広報
し、高校や高校生への本校認知度の向上を目指
す。

・入学試験時のセレクション方法等の検討をして
いく。

（8）
財
務

【成果と課題】
・歯科大学の傘下に入ったことで財務基盤が安
定した。

・２019年度のTDH償却前経常収支は黒字決済
の予定。

・2年連続しての入学定員充足と退学者防止対策
により、2020年度は、在籍数220名となり減価償却
引当金も多少積めそうである。

【今後の改善方策】
・入学者定員充足を今後も継続し、退学防止に
努め220名の以上の在籍を保つ。



①
法令、専修学校設置基準等の遵守と適正な運営がなさ
れているか

4

②
個人情報に関し、その保護のための対策がとられている
か

4

③ 自己評価の実施と問題点の改善を行っているか 4

④ 自己評価結果を公開しているか 4

① 中長期的に学校の財務基盤は安定しているといえるか 3

② 予算・収支計画は有効かつ妥当なものとなっているか 3

③ 財務について会計監査が適正におこなわれているか 3

（9）
法
令
等
の
遵
守

【成果と課題】
・学校自己評価及び学校関係者評価報告書を公
開した。

・専修学校や養成所ガイドラインを遵守した運営
を継続している。

【今後の改善方策】
・今まで以上にコンプライアンス体制の強化、教
職員に対しての法令遵守に努める。

・堅実な運営方針が伺える。

・コンプライアンス体制の強化も引き続
きお願いしたい。

（10）
社
会
貢
献
・
地
域
貢
献

【成果と課題】
・本年度もキッズイベントを開催した。参加者も拡
大した。また、桜祭りも開催予定である。

・次年度は外部の歯科関係者団体に学校施設を
貸す予定があり、社会貢献にも取り組み始めてい
る。

・法人の講師からの呼びかけにより、学会ボラン
ティア活動を学生に周知することができた。

【今後の改善方策】
・もっと地域にアピールするために、引き続きキッ
ズイベント、さくら祭りの継続をしていく。

・各学会の学生ボランティア活動の周知をさらに
強めていく。

・今の活動の発展と学生ボランティア活
動の強化をして欲しいと感じる。

・人を集めることだけでなく、国家試験
全員合格等で社会貢献へとつなげて
欲しい。


